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研究成果の概要（和文）：食の安全や食品ロスなどの現代的課題に対応した家庭科における食

教育のあり方を検討した。その結果、家庭科においては、それぞれの時代に応じた食の課題

を取り上げ、最新の科学的知見を取り入れながら、その時代の社会と生活実態に適合した学

習が行われてきたことを明らかにした。また、食の安全に対する意識調査から、食の安全意

識を高めるとともに、安全に関する知識を身に付けることが、実際の食の安全行動に結びつ

くことを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：The contents and method of food education in a homemaking 
course corresponding to modern subjects, such as food safety and food loss, were 
examined.  As a result, it was shown clearly that study which took up the subject of 
the food according to each time, took in the newest scientific knowledge, and suited 
society and a life in the time was performed in the homemaking course.  Moreover, 
the survey of food safety showed that the consciousness and knowledge of food safety 
was related to the action for food safety. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）家庭科教育と現代社会 

家庭科は家庭生活を中心とした人間の生
活を直接の学習対象としている。そのため、
社会や生活の変化にともなって教育内容を
見直していくことが必要となる。新しい食品
や新しい素材を用いた衣料品が流通すれば、

それに関する新しい知識が必要となるし、情
報化社会にあって生活情報の収集方法や情
報処理・活用能力も必要となろう。 

 
（２）現在の食を取り巻く状況 
現在の食を取り巻く状況に目を向けると、
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幅は広がり、食生活は豊かになった。反面、
糖尿病やメタボリックシンドロームなど、野
菜の摂取不足や脂肪の摂りすぎなどから生
じる生活習慣病が増加している。 

また、食品の産地偽装、偽装表示、冷凍食
品毒、事故米転売など、食の安全を脅かす事
故や事件が生じている。食は安全であること
が当たり前であった時代から、安全な食を入
手し安心を得ることが消費者にとって重大
な関心事になりつつある。 

 
そのほかにも、国内では年間 1900 万トン

の食品廃棄物が排出され、この中には本来食
べられるにもかかわらず捨てられているも
の、いわゆる食品ロスが約 500～900 万トン
含まれると推計されている。外食や家庭内で
の食べ残しや直接廃棄される食品が食品ロ
スの原因となっている。食品の表示を見たり
食品の安全性を自分で直接確かめたりする
ことなく廃棄したり、あるいは、無計画に食
品を購入しそのまま食べずに廃棄してしま
うことが、家庭内での食品ロスをまねいてい
る。こうした食の安全の問題や本来食べられ
る食品を廃棄してしまう食品ロスの問題も、
放置することのできない現代的課題である。 

 
こうした食を取り巻く状況の中で、安全な

食を入手するためには、生活者は自分で食の
安全性を確認し、自分で安全な食を選択でき
る力を身につけていかなければならない。ま
た、生活者にはそれぞれの時代における食の
現代的課題についても適切に判断し行動で
きる力が必要となる。そのために生活者・消
費者の立場で学習をする家庭科の果たす役
割は大きいと考えられる。 
 
（３）これまでの家庭科食分野の学習 

これまでの家庭科における食分野の学習
をふりかえると、健康的な食生活を送るため
に、何をどれだけ食べればよいか、すなわち、
成長や健康維持のための栄養のとり方の学
習に重点が置かれてきた。こうした家庭科の
学習が、栄養のバランスを考え適切に食事を
摂取できる生活者を育てることに貢献して
きたことは確かなことである。 
しかしながら、現在の食を取り巻く現状を

考えると、家庭科においては、従来の栄養の
取り方の学習だけではなく、安全に食を選び、
食の安全について適切な判断力を持った生
活者を育てるための学習が必要とされてい
ると思われる。すなわち食の安全や食品ロス
などの現代的課題に対応できる自立した生
活者を育てることが、今、家庭科教育におい
て取り組むべき重要な課題であると考えら
れる。 
 
（４）家庭科における食の安全教育 

家庭科における食の安全に関しては、安全
で衛生的に調理を行うという観点からの研
究や、食品添加物や着色料などに関する研究
は見られるが、食の安全性を判断するための
学習内容の検討や提案はみられない。食品ロ
スの問題に関する授業実践や教材開発もま
だ行われていない。 
そこで、本研究では、栄養のバランスのよ

い食べ方の学習だけではなく、食の安全性や
食料ロスなどの現代的課題にも対応できる
自立した生活者を育てることをめざした、家
庭科における食教育のあり方を検討するこ
ととした。 
 
 
２．研究の目的 

家庭科における食分野の学習においては、
これまで健康的な食生活を送るための栄養
のとり方の学習が中心であった。しかしなが
ら、食品の産地偽装、偽装表示、事故米転売
といった食の安全性の問題や、また本来食べ
られるにもかかわらず捨ててしまうという、
いわゆる食品ロスの問題が生じでいる。 

安全な食を入手し安心を得ることは、生活
の基盤として重要であり、生活者にとって大
きな関心事である。こうした現状をみると、
家庭科教育において、食の安全や食品ロスな
どについて適切な判断力をもつ生活者を育
てていくことは、今取り組むべき重要な課題
である。 

本研究では、食の安全や食品ロスなどの現
代的課題にも対応できる自立した生活者を
育てることをめざした家庭科における食教
育のあり方について検討することを目的と
する。 
 
 
３．研究の方法 

昭和期および平成期における小学校家庭
科および中学校技術・家庭科における食の安
全に関わる教育の実態を把握し、食教育の内
容の移り変わりや、その変化の背景にある時
代や社会との関連を検討する。 
 また、食の安全を中心とした食の現代的課
題に関する学生の意識と実態を把握し、家庭
科における食の安全教育を考える上で必要
な知見を得る。 
 
（１）小学校家庭科教科書の分析 

現代的課題に対応した食教育の理念、方向
性、方法等に関する知見を得るため、昭和期
及び平成期における小学校家庭科教科書と
学習指導要領を資料とし、その時代の社会情
勢、経済状況、生活実態、食糧事情などと照
らしながら、それぞれの時代において食に関
わる課題をどのように捉え、どのような学習
が行われてきたかを明らかにする。 



 
（２）中学校技術・家庭科教科書の分析 
昭和期および平成期における中学校技

術・家庭科（家庭分野）教科書及び学習指導
要領等を資料とし、それぞれの時代の社会情
勢、経済状況、生活実態、食糧事情などと照
らしながら、それぞれの時代において食に関
わる課題をどのように捉え、どのような学習
が行われてきたかを明らかにする。 
 
（３）食の安全に対する意識調査 
 大学生を対象とし、食の安全に関する意識、
食の安全に関する知識、食の安全に関わる行
動の実態を把握し、これからの家庭科学習に
必要な学習内容を検討する。 
 
 
４．研究成果 
（１）小学校家庭科教科書の分析 
昭和期及び平成期における小学校家庭科

教科書及び学習指導要領等を資料とし、家庭
科における食の安全に関わる教育内容とそ
の時代や社会の情勢を分析し、それぞれの時
代において食の課題をどのように捉え、どの
ような学習が行われていたかを検討した。 

 
食品の選び方についてみると、昭和 50 年

代では品質表示や製造年月日に注意して食
品を選ぶことの大切さが記述されていた。平
成期になるとできるだけ食品添加物を使っ
てない食品を選ぶことの大切さが記述され
ていた。時代とともに生鮮食品の選び方に関
する記述から加工食品の選び方に関する記
述に重点が移っていた。これは、加工食品の
利用が増加してきたことや食品の表示や衛
生・安全に関する法が整備されたことによる
ものと思われる。 
 
調理に用いられた燃料についてみると、昭

和 30 年代では、炭火、プロパンガス、石油
こんろ、昭和 40 年代・50 年代では、プロパ
ンガス、都市ガス、電気、木炭、石油、昭和
60 年代以降はガスが主な家庭用燃料として
記述されていた。家庭用燃料が炭から灯油に
移行し、さらにガス、電気へ移行してきた歴
史が反映された記述となっていた。 
 
野菜の洗い方についてみると、昭和 30 年

代では、野菜を生で食べることが一般的にな
り、そのため野菜を中性洗剤で洗うよう記述
されていた。当時の野菜の栽培方法や生活実
態が反映された記述になっていた。昭和 50
年代に入ると、洗剤の洗浄効果よりも洗剤の
残留の方が問題となり、野菜を洗うときに中
性洗剤を使わないよう教科書の記述が変更
されていた。このように、野菜の食べ方や野
菜の栽培方法の変化、洗剤に関する新たな知

見の出現にともない、野菜の洗い方に関する
記述は変更されてきた。 
 
本来食べられる食品を廃棄してしまう食

品ロスの問題については、平成 10 年代頃か
ら「冷蔵庫にある食品を使っておかずを作ろ
う」という記述がみられ、平成 20 年代にな
ると無駄なく食品材料を使った料理が紹介
されていた。 
 
小学校家庭科における食の安全に関わる

教育内容は、安全と健康を守るためにそれぞ
れの時代に応じた食の課題が取り上げられ
ていた。また、食材の栽培方法や調理方法の
変化に応じて、最新の科学的知見を取り入れ、
学習内容や指導方針が変更・改善されてきた。
それぞれの時代と社会及び生活の実態に適
合した教育内容となっていたことが明らか
になった。 
 
（２）中学校家庭科教科書の分析 
中学校技術・家庭科において、それぞれの

時代における食の課題がどのように取り上げ
られどのような学習が行なわれてきたかを、
中学校家庭科教科書及び学習指導要領等を資
料として把握した。 

 
食品の選び方についてみると、小学校家庭

科では野菜や卵の選び方が中心であったが、
中学校技術・家庭科では魚や肉などの生鮮食
品の安全で適切な選び方と安全で衛生的な扱
い方が中心に記述されていた。 

また、食品を腐敗させないための保存方法
についても触れられており、昭和30年代では、
野菜、魚類、肉類、飯などの腐敗を防ぐため
に、家庭でできる保存の方法について記述さ
れていた。 

 
昭和40年代後半になると、市販されている

加工食品の選び方が記述されるようになり、
食品添加物や表示などに関する学習も行われ
るようになった。昭和50年代には、加工食品
の利用の増加にともない、加工食品の選び方
だけではなくその問題点なども記述されるよ
うになっていった。 
 
昭和60年代には、食品を保存するための冷

蔵庫や冷凍庫の使い方について記述されるよ
うになった。平成に入ると、加工食品に関す
る記述はさらに増えるとともに、外食や輸入
食品への依存にかかわる問題点などにもふれ
られていた。 
 
食品の生産・加工・貯蔵などに関わる科学・

技術の進歩や輸送機関の発達などにともなっ
て食生活が大きく変化する中で、中学校技
術・家庭科においては、安全と健康を守るた



めに、それぞれの時代に応じた食の問題が取
り上げられ、学習が行われてきたことが明ら
かとなった。 
 
（３）食の安全に関する意識や知識の実態 
生活者の食の安全に関する意識や関心の

所在、食の安全に関する知識や理解を把握す
ることも、家庭科における食の安全などの現
代的課題を取り入れた学習の内容と方法を
考える上で重要なことである。そこで食の安
全に関する学生の意識や知識を質問紙調査
を行うことにより把握した。 
  

賞味期限や消費期限について、どの程度の
知識を持っているかを質問した。賞味期限の
意味については、７割が理解していた。しか
しながら、どのような食品に賞味期限が表示
されているか、誰が賞味期限を設定している
かについては正答率が低かった。消費期限の
意味については４割が理解していた。しかし
ながら、どのような食品に消費期限が表示さ
れているか、誰が消費期限を設定しているか
については、正答率が低かった。 

 
加工食品を購入する時に、表示をどの程度

確認しているかについて質問した。消費期限
の表示がある加工食品については、「必ず確
認する」「時々確認する」合わせると６割以
上の者が確認していた。賞味期限の表示があ
る加工食品については、「あまり確認しない」
「いつも確認しない」を合わせると６割以上
の者が確認していなかった。比較的賞味期限
の長い食品に対しては購入時に期限表示を
確認していない学生が多かった。 

こうしたことから、購入する際はどの食品
であっても期限表示を確認することが大切
であることを理解し、確認することを習慣化
するための学習方法の工夫が必要であると
思われる。 
 
 加工食品のマークや用語などに関する知
識について質問した。JAS マークや遺伝子組
換え食品などのマークや用語についても、理
解している者が少ないことが示された。知識
を正しく身に付けさせること、購入の際表示
やマークを見て食品を選択できるように意
識を高めること、表示やマークは消費者が食
品を購入するときに大切な情報であること
などを理解させるための学習が必要である
と思われる。 
 

また、期限が切れている食品を安全である
かを確認しないまま食べる学生が多いこと
や、逆に、どのような加工食品であっても期
限が切れている場合は、すぐに捨ててしまう
学生がいることも示された。捨ててしまう前
にまず確認をするという習慣を身につける

ための学習も必要であると思われる。そして、
購入の際買い過ぎないこと、食べる量を考え
ながら購入することも、家庭科教育の中で取
り上げていくべき内容であろう。 
 
（４）まとめ 
 家庭科においては、それぞれの時代に応じ
た食の課題を取り上げ、最新の科学的知見を
取り入れながら、その時代の社会と生活実態
を踏まえた学習が行われてきたことが明ら
かとなった。 
食の安全に対する意識調査からは、表示や

マークの見方に関する基礎的知識を確実に
身に付けることや、食の安全に対する意識を
高めることが、実際の食の安全行動に結びつ
くことが示された。 
また、食品の表示やマークからは多くの情

報を得られることを理解し、企業や行政から
流される多くの情報やメッセージの中から、
生活者にとって有効な情報を選ぶ力を育て
ることも、食の安全学習に必要であると思わ
れる。 
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